
■ 第２２回法整備支援連絡会を開催しました（令和３年６月１２日） 

法務総合研究所は，法制度整備支援に関わる関係者が一堂に会し，情報や意見交換をする

場として，法整備支援連絡会を平成１２年１月から年に１回，独立行政法人国際協力機構

（JICA）との共催で開催しています。 

 第２２回を迎えた今年の法整備支援連絡会は，令和３年６月１２日（土），新型コロナウ

イルス感染症の影響に鑑み，会場の東京都昭島市にある法務省国際法務総合センター「国際

会議場Ａ」と参加者をオンラインで接続し，会場参加とオンライン参加を併用した初のハイ

ブリッド開催で実施し，国内外から約２００名近くの方々にご参加いただきました。 

 今年の法整備支援連絡会は，「新たな時代の法整備支援～ＩＣＤ創設２０周年を機として

～」をテーマとし，海外の関係者の方からいただいたＩＣＤ創設２０周年の祝辞ビデオメッ

セージを上映した後，第１部では，森嶌昭夫名誉教授による基調講演を，第２部では，国内

の法制度整備支援の関係機関からの活動報告をしていただきました。また，第３部では，カ

ンボジア王国司法省アドバイザーの坂野一生氏，東京弁護士会会長・日本弁護士連合会副会

長（日本弁護士連合会国際交流委員会元委員長）の矢吹公敏氏，公証人（ICCLC 顧問・ACPF

副理事長）の山下輝年氏,当部須田大副部長をパネリストとし，日本のこれまでの法制度整

備支援をについて議論が行われました。第４部では,愛知県公立大学法人理事長・名古屋大

学の鮎京正訓名誉教授，JICA 国際協力専門員の小松健太弁護士，慶應義塾大学大学院法務

研究科の松尾弘教授，法務省大臣官房国際課の柴田紀子課長,当部森永太郎部長をパネリス

トとし,現下の課題や取組等も踏まえ今後の法制度整備支援が目指すべきもの，法制度整備

支援をより一層推進していくために必要なことなど，これからの法制度整備支援について

意見交換がなされました。オンラインでの参加者からもチャット機能を用いてパネリスト

に多くの質問が寄せられ,限られた時間ではありましたが，関係者間の活発かつ忌憚のない

意見交換がなされました。 

 

 

【ラオスからの祝辞ビデオメッセージ映像】 

 



 

【東ティモールからの祝辞ビデオメッセージ映像】 

 

 

 

 

 

 

【ベトナムからの祝辞ビデオメッセージ映像】 

 

 

 

 



 

【第１部 森嶌昭夫氏による基調講演の様子】 

 

 

 

 

 

 

      

【第２部 ICD（写真左），UNAFEI（写真右）による活動報告の様子】 

 

 

 

 



   

【第２部 JICA（写真左），ICCLC（写真右）による活動報告の様子】 

 

 

 

    

【第２部 名古屋大学（写真左），神戸大学（写真右）による活動報告の様子】 

 

 

 



     

【第２部 日本弁護士連合会（写真左），JETRO アジ研（写真右）による活動報告の様子】 

 

   

【第３部パネルディスカッションの様子】 

 

   
【第４部パネルディスカッションの様子】 


